
 1

通巻 147 号                                                        平成 19 年 10 月 日 

              神奈川県西部地域の地震活動 

（2007 年 9 月） 

                                                           神奈川県温泉地学研究所 

１．神奈川県西部地域における 2007 年 9 月の地震活動概況 

○  当所の地震観測網によって、9 月 1 日から 9 月 30 日までの間に震源決定できた地震数は 52 個で

あった。この期間中、神奈川県西部地域およびその周辺部での最大地震は、箱根町湯本付近で発生

した 21 日 00 時 08 分のマグニチュード(Ｍ)2.5（気象庁）であった。この地震により、箱根町湯本、

真鶴町で震度１が観測された (表 1、図 1、2)。 

 本期間中ではないが、10 月 1 日 02 時 21 分に箱根町湯本付近で発生した M4.9 の地震が発生し、

箱根湯本で震度５強、小田原市荻窪で震度５弱が観測された（詳細は４項に後述）。 

箱根火山では、特に活発な地震活動は観測されていない。 

  なお、当所の地下水位や傾斜などによる地殻変動観測では、本期間中に発生した地震に関連する

前駆的な変化は認められていない。 

 

○ 震源決定した最大地震  

   9月21日00時08分 深さ7.9 km  M2.5  神奈川県西部（箱根） 

 

○ 箱根火山の群発地震：なし 

 

２．神奈川県内で有感となった 2007 年 9 月の地震 （気象庁資料より） 

 

 

３．資 料 

表１ 震源決定地震数(2007年)    図１ 神奈川県とその周辺地域の地震活動（9月分） 

図 2 表１に対応する地域区分   図 3 １時間毎の頻度分布（10 月 1 日～10 月 4 日） 

図 4 温地研で決定した地震の震源分布及び本震のメカニズム解、深さとマグニチュードの時間変化 

 

表１ 震源決定地震数(2007 年) （注：表中、括弧内の数字は有感地震数を示す） 
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図１  神奈川県とその周辺地域の地震活動（9月分） 

（震源決定は、当所データの他に東京大学地震研究所、防災科学技術研究所の地震波形データを利用

しています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 表１に対応する地域区 
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４．10 月 1 日箱根町湯本付近に発生した地震について 

 

 10 月 1 日午前 2 時 21 分ごろ、箱根付近において M4.9（気象庁）の地震が発生した。最大震度は、箱根

町湯本で震度 5 強であった。また、10 月 2 日 08 時 39 分にも同地域で M2.4（気象庁）の地震が発生し、

箱根町湯本で震度 1を記録しました。  

 

１）地震活動 

 温地研の解析結果では本震のマグニチュード(M)は 4.8、震源の深さ 12.4km となっている。余震活動に

ついては、本震直後は活発であったが、２時間程度で活動は低下している（図３）。 

地震波走時の観測点補正を行い、比較的近傍の観測点のデータのみを使用して、本震及び余震の震源の

再計算を行った。その結果、本震の震源は深さ 13.1km、マグニチュードは 4.6 となった。余震の震源分

布は水平に近いように見える（図４）。  

当所の連続記録の目視による地震の頻度分布を図３に、温地研で決定した地震の震源分布及び本震のメ

カニズム解、深さとマグニチュードの時間変化を図４に示す。  

なお、今回の震源付近では 1990 年 8 月 5日に M5.3（気象庁）の地震が発生している。 

 

２）地殻変動 

 当所が箱根火山及び県西部地域で実施している傾斜観測、光波測量、GPS 測量、地下水位観測では、こ

れまでのところ特段明瞭な地殻変動は観測されていない。なお、傾斜観測、地下水位観測では地震発生直

後の変化（コサイスミック変化）が観測されている。 

 

３）現地調査等による観測情報 

 最大震度５強が観測されたこともあり、当所の職員による現地調査を実施した。箱根町湯本や大涌谷で

調査を行ったが、温泉温度や噴気などには特段の異常は認められなかった。また、温泉温度の測定を依頼

している源泉所有者に問い合わせたところ、特に変化は観測されていないとのことであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ １時間毎の頻度分布（10 月 1 日～10 月 4 日） 
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図４ 温地研で決定した地震の震源分布及び本震のメカニズム解、深さとマグニチュードの時間変化 

 


